
れ
た
。

年
ほ
ど
前
、
豊
玉

月
初
め
に
校
長
が
「
ク

成
立
し
、
自
立
活
動
が
重

5

5

で
臨
採
を
し
て
い
た
時
、
分

ー
ル
ビ
ズ
は
し
な
い
。
生
徒

視
さ
れ
、
通
級
指
導
が
普

会
長
よ
り
採
用
試
験
学
習
会

平
湯
代
議
員
（
長
西
）

に
範
を
示
す
た
め
ネ
ク
タ
イ

野
田
代
議
員

通
高
校
に
導
入
さ
れ
る
中

を
紹
介
さ
れ
参
加
し
、
組
合

昨
年

月
の
人
事
の
ヒ
ヤ

着
用
」
と
申
し
渡
さ
れ
た
。

（
佐
中
昼
）

で
の
視
察
。
指
定
研
究
は
、

10

を
知
っ
た
。
島
原
工
業
や
大

リ
ン
グ
の
際
、
進
学
校
は
無

暑
い
し
、
具
合
が
悪
そ
う
な

教
職
員
の
研
究
、
工
夫
、

崎
な
ど
で
組
合
の
先
生
方
に

理
と
伝
え
て
い
た
の
に
、
希

先
生
も
い
る
、
ク
ー
ル
ビ
ズ

文
科
省
指
定
の｢

高
等
学

改
善
な
ど
の
頑
張
り
が
あ

い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
っ

望
は
無
視
さ
れ
て
異
動
に
な

を
と
お
願
い
し
た
が
、
聞
き

校
に
お
け
る
個
々
の
能
力
・

っ
て
で
き
あ
が
っ
た
こ
と
、

て
、
昨
年
採
用
が
決
ま
り
、

っ
た
。
希
望
と
納
得
の
原
則

入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

才
能
を
の
ば
す
特
別
支
援
教

成
果
と
そ
の
反
動
、
普
通

月
に
組
合
に
加
入
し
た
。

は
ど
う
な
っ
た
。

育｣

の
研
究
の
最
終
年
を
迎

校
で
の
特
別
支
援
教
育
に

1

砂
田
代
議
員

支
え
て
も
ら
っ
た
の
で
、
教

革
が
必
要
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

え
、
文
科
省
の
視
察
を
受
け

課
題
が
多
い
こ
と
を
視
察

の
採
用
試
験
対
策
講
座
の
案

（
長
工
）

員
を
め
ざ
す
若
い
人
た
ち
に

バ
ラ
ン
ス
で
は
、
個
人
の
生

た
。
障
害
者
差
別
解
消
法
が

団
に
訴
え
た
。

内
プ
リ
ン
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
や
っ

馬

場

特

別

活
、
家
庭
生
活
を
大
切
に
す

井
野
口
代
議

し
、
電
話
番
号
や
フ
ァ
ク
シ

月
か
ら
新
規
に
採
用
さ

て
い
き
た
い
。

代
議
員

る
意
識
は
強
い
。
マ
タ
ハ
ラ

4

員
（
佐
商
）

ミ
リ
番
号
を
確
認
し
て
、
相

っ
て
い
な
い
。
自
分
が
行
き

（
女
性
部
）

の
本
質
は
、
産
休
育
休
で
周

保
護
者
に
学
校
は
無
関
係

談
す
る
よ
う
に
伝
え
た
。

ま
す
と
い
っ
て
、
本
日
参
加

県
策
定
の
「
特
定
事
業
主

囲
に
仕
事
が
増
え
る
と
感
じ

錦
戸
代
議
員
（
西
陵
）

だ
と
説
明
し
た
。
道
議
会
、

本
部
が
実
施
し
て
い
る
採

長
崎
高
教
組
の
グ
ッ
ズ
と

平
湯
代
議
員

し
た
。
自
分
が
で
き
る
こ
と

行
動
計
画
」
に
つ
い
て
。
共

る
こ
と
。
人
的
保
障
を
確
実

全
国
高
校
懇
談
会
で
報
告

教
育
委
員
会
は
教
員
非
難
。

用
試
験
対
策
講
座
、
効
果
は

し
て
、
ポ
ス
タ
ー
を
プ
リ
ン

（
長
西
）

か
ら
や
っ
て
い
く
。
職
場
は

働
き
家
庭
で
は
、
男
性
の
育

に
す
る
こ
と
が
大
切
。
女
性

さ
れ
た
二
つ
の
事
例
。
苫
小

福
井
県
独
自
の
統
一
テ
ス

あ
が
っ
て
い
る
。
教
育
実
習

ト
し
た
バ
ッ
グ
を
作
っ
て
は

自
学
会
が
多
く
、
考
査
前
の

児
休
業
が
必
要
と
考
え
る
人

管
理
職
を
増
や
す
た
め
に
は

牧
西
高
の
教
員
が
敷
地
外
で

ト
の
実
施
。
長
崎
県
で
こ

に
き
た
卒
業
生
に
、
高
教
組

ど
う
だ
ろ
う
か
。

月
に
異
動
し
て
き
た
。

土
曜
・
日
曜
や
考
査
中
の
午

が
多
い
が
、
職
場
の
意
識
改

人
を
増
や
す
こ
と
が
先
決
。

ビ
ラ
配
布
、
署
名
活
動
を
お

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ

4

の
際
に
、
実
教
の
集
ま
り
を

分
会
で
の
活
動
が
ほ
と
ん
ど

後
も
、
職
員
が
監
督
に
つ
く
。

こ
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
校

た
ら
す
ぐ
に
対
処
で
き
る

開
い
た
と
こ
ろ

人
中

人

無
く
、
署
名
な
ど
も
ま
わ
っ

大
変
だ
な
あ
と
つ
く
づ
く
思

く
場
所
が
な
い
。
体
調
不
良

長
が
ビ
ラ
を
回
収
さ
せ
、
全

準
備
が
必
要
。

20

10

島
津
代
議
員

集
ま
っ
た
。

級
格
付
け
の

て
こ
な
い
。
代
議
員
も
決
ま

っ
て
い
る
。

が
続
く
生
徒
を
抱
え
、
朝
迎

校
集
会
及
び
文
書
で
生
徒
や

2

（
佐
工
定
）

問
題
な
ど
単
位
修
得
の
問
題

て
、
日
を
ま
た
い
で
仕
事
を

中
村
代
議
員

え
に
行
っ
た
り
、
部
活
指
導

だ
っ
た
が
、

万
人
が
集

4

に
つ
い
て
体
験
を
交
え
て
話

し
て
い
る
職
場
が
あ
る
な
ど

（
大
崎
）

後
家
庭
訪
問
を
お
こ
な
う
担

ま
っ
た
。
シ
ー
ル
ズ
の
シ

佐
世
保
工
業
全
日
の
実
習

を
し
た
。
正
面
切
っ
て
加
入

田
中
代
議
員

初
め
て
知
っ
た
。
知
ら
な
か

任
が
多
い
、
福
祉
や
行
政
と

前
田
代
議
員

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
は
ノ
リ

教
員
の
東
川
さ
ん
が
、
若
い

を
勧
め
た
わ
け
で
は
な
い

（
虹
が
原
対

っ
た
状
況
を
聞
く
こ
と
が
で

年
を
担
任
し
て
、
母
子

連
絡
を
取
っ
て
い
る
担
任
も

（
五
島
定
）

が
よ
く
て
、
自
然
に
体
も

1

実
習
教
員
に
対
し
、
「
困
っ

が
、
加
入
届
が
届
い
た
。
同

馬
分
教
室
）

き
て
よ
か
っ
た
。
年
末
に
も

家
庭
、
生
活
保
護
世
帯
が
ふ

い
る
。
Ｓ
Ｃ
や
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
配

動
き
出
す
。
右
翼
の
「
教

て
い
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
チ

じ
実
教
と
し
て
勇
気
を
も
ら

新
し
く

人
を
対
馬
支
部

豊
玉
で
や
り
る
こ
と
を
約

え
た
と
感
じ
て
い
る
。
造
船

置
の
拡
大
を
切
に
願
う
。

「
明
日
を
決
め
る
の
は
私

員
が
悪
い
ん
だ
ー
」
の
連

2

ラ
シ
を
配
布
し
、
高
校
入
試

っ
た
。

に
迎
え
、
議
案
書
検
討
会
を

束
。
少
人
数
だ
け
れ
ど
、
や

の
島
、
大
島
に
は
女
性
の
働

た
ち
―
政
治
を
変
え
よ
う
！

呼
も
響
い
た
。「
市
民
が
変

車
の
中
で
じ
っ
く
り
話
を
交

兼
ね
た
支
部
歓
迎
会
を
豊
玉

れ
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
や

い
て
い
る
が
、
倉
庫
み
た
い

・

全
国
総
が
か
り
大
行

え
る
、
選
挙
を
変
え
る
」

6

5

わ
し
、
組
合
の
紹
介
を
し
た

で
実
施
し
た
。

時
を
越
え

っ
て
い
き
た
い
。

な
状
態
で
、
水
道
の
工
事
も

動
」
に
参
加
し
た
。
高
総
体

の
プ
ラ
カ
ー
ド
は
職
場
に

12

濱
本
代
議
員

り
し
た
。
す
ぐ
に
加
入
に
つ

り
、
参
加
し
た
。
学
習
会
で

田
中
代
議
員
（
虹
が
原
対
馬
）

終
わ
っ
て
お
ら
ず
、
保
健
室

中
で
長
崎
は

人
の
参
加

掲
示
。
選
挙
に
行
こ
う
。

1

（
佐
中
夜
）

な
が
っ
た
わ
け
で
は
な
い

勉
強
し
た
こ
と
、
特
に
模
擬

今
年
か
ら
、
養
護
の
先
生

と
し
て
の
設
備
の
充
実
が
望

お
こ
な
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ

が
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
組
合
の
こ

中
鋪
代
議
員

授
業
が
、大
い
に
役
に
立
ち
、

が
配
置
さ
れ
た
。
昨
年
と
比

ま
れ
る
。
来
年
度
、
重
複
の

ッ
ト
で
授
業
を
受
け
る
。

今
年
、
事
務
の
先
生
の
加

と
を
考
え
て
く
れ
て
い
た
よ

(

壱
岐
商)

合
格
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち

べ
て
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
対

こ
ど
も
が
入
学
す
る
予
定
で

袋
良
代
議
員

情
報
の
専
門
家
は
お
ら
ず
、

入
が
あ
っ
た
。
校
納
金
や
給

う
で
加
入
届
が
出
た
。
本
部

と
一
般
企
業
で
の
組
合
の
経

応
が
上
手
く
い
っ
て
い
る
。

あ
り
、
そ
の
た
め
の
整
備
の

（
豊
玉
）

機
器
は
揃
っ
て
い
な
い
中

食
費
な
ど
を
滞
納
し
た
生
徒

か
ら
の
資
料
を
使
い
声
か
け

一
年
前
に
採
用
試
験
に
合

験
も
あ
り
、
採
用
直
後
に
加

一
方
で
、
保
健
室
と
名
が
つ

問
題
も
あ
る
。

で
ど
う
な
る
の
か
不
安
。

を
、
担
任
と
事
務
で
家
庭
訪

を
す
る
と
、
多
く
の
方
が
話

格
し
て
、
教
員
と
な
っ
た
。

入
し
た
。
組
合
に
入
っ
て
よ

対
馬
高
校
と
兼
任
の
音
楽

遠
隔
授
業
を
進
め
て
、
何

問
す
る
機
会
が
数
回
あ
り
、

を
聞
き
反
応
し
て
く
れ
る
。

教
員
採
用
試
験
を
受
け
る
決

か
っ
た
と
思
う
。
悩
ん
で
い

と
の
こ
と
。
学
校
に
よ
っ
て

と
家
庭
の
授
業
が
、
遠
隔
授

を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

心
を
し
た
時
、
長
崎
高
教
組

る
先
生
に
声
を
か
け
て
い
き

末
永
代
議
員

対
応
が
違
う
の
は
ど
う
か
と

業
に
な
る
。
厳
原
で
授
業
を

か
分
か
ら
な
い
。

て
い
る
。領
域
別
分
科
会
で
、

の
対
策
学
習
会
の
こ
と
を
知

た
い
。

（
北
農
）

感
じ
て
い
る
が
、
初
め
て
の

乗
り
が
増
え
て
い
る
だ
け

錦
戸
代
議
員

平
和
学
習
や
主
権
者
教
育
、

経
験
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

と
感
じ
て
い
る
。
交
渉
し

（
西
陵
）

民
主
的
職
場
つ
く
り
、
生
徒

か

し

、

平
戸
市
選
管
の
依
頼
で
、

多
い
。

歳
選
挙
権
が
い
い

井
野
口
代
議
員
（
佐
商
）

て
実
現
し
た
諸
権
利
に
、

18

会
活
動
な
ど
実
践
を
持
ち
寄

給
料
は
半
分
。
正
規
の
減
少

北
松
農
業
が
期
日
前
投
票
所

形
に
な
る

組
織
拡
大
に
頑
張
っ
て
い

み
ん
な
が
満
足
し
、
安
定

民
主
教
育
推
進
委
員
会
を

っ
て
、
学
習
を
深
め
よ
う
。

井
野
口
代
議
員
（
佐
商
）

は
部
活
顧
問
の
問
題
も
。
県

に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

こ
と
を
願

る
が
、
組
合
員
と
組
合
員
で

し
て
い
て
、
組
合
に
入
ら

中
心
に
夏
・
秋
・
冬
の
教
研

「
夏
に
川
棚
に
行
こ
う
」
を

再
任
用
が
増
え
、
採
用
が

教
委
や
高
体
連
と
部
活
の
あ

日
だ
け
の
開
所
で
、

時

う
。

な
い
と
い
う
こ
と
の
違
い
が

な
く
て
も
困
ら
な
い
状
態

1

3

を
す
す
め
て
い
く
。
夏
の
教

合
い
言
葉
に
、
若
い
先
生
、

減
っ
て
い
る
と
考
え
る
人
が

り
方
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

半
か
ら

時
ま
で
と
の
こ

明
確
に
な
ら
な
い
と
、
た
だ

に
な
っ
て
い
る
。

5

研
は
、
小
西
祐
馬
准
教
授
を

非
正
規
の
先
生
を
誘
っ
て
集

増
え
て
い
る
。
一
方
で
、
フ

を
早
急
に
。
臨
採
、
時
間
講

と
。
猶
興
館
に
も
依
頼
が
あ

討
論
の
中
で
、
実
教
部
役

ら
、
実
習
教
員
へ
の
ア
ン
ケ

と
な
ど
）
へ
の
各
分
会
で

迎
え
て
、
子
ど
も
の
貧
困
問

ま
ろ
う
。

ル
タ
イ
ム
再
任
用
の
部
活
顧

師
、佐
世
保
支
部
内
で

人
。

っ
た
ら
し
い
が
、
市
役
所
が

員
を
兼
ね
る
島
津
代
議
員
か

ー
ト
（
勤
務
等
で
困
っ
た
こ

の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。

80

題
に
つ
い
て
講
演
を
予
定
し

問
や
担
任
は
当
た
り
前
。
し

問
題
は
大
き
く
、
多
い
。

近
い
と
い
う
こ
と
で
断
っ
た

教
育
実
習
生
に
対
策
講
座

実
教
の
加
入
の
経
緯

第

回
定
期
大
会
討
論
の
概
要

87

Ａ

組
織
拡
大
・
強
化
、「

か
年
計
画
」

3

車
の
中
で
じ
っ
く
り
話
す

夏
は
若
者
を
誘
い
川
棚
へ

色
々
教
え
て
も
ら
っ
た

自
分
に
や
れ
る
こ
と
を
や
る

支
部
歓
迎
会
で
ま
と
ま
る

組
合
に
入
っ
て
よ
か
っ
た

Ｂ

生
活
向
上
、
権
利
確
立
、
民
主
的
人
事

部
活
動
・
正
規
教
職
員
増
を

ク
ー
ル
ビ
ズ
が
な
い

女
性
の
活
躍
の
た
め
人
員
増

Ｃ

民
主
教
育

「
子
ど
も
の
貧
困
」
深
刻
に

分
教
室
の
施
設
の
充
実
を

学
校
が
期
日
前
投
票
所
に

高
校
で
の
特
別
支
援
教
育

Ｄ

憲
法
、
平
和
。
民
主
主
義
、
国
民
生
活

攻
撃
に
負
け
な
い
よ
う
準
備

政
治
を
変
え
よ
う

遠
隔
授
業
が
始
ま
り
そ
う

気
に
な
る
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
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【
支
部
よ
り
】

し
た
。
指
名
さ
れ
た
参
加
者

総
会
で
は
、
支
部
提
案
が

い
る
新
加
入
者
へ
の
組
合

は
そ
れ
ぞ
れ
答
え
て
い
ま
し

と
ど
こ
お
り
な
く
、
承
認
さ

費
補
助
に
つ
い
て
も
承
認

た
が
、
池
田
氏
の
答
え
は
、

れ
ま
し
た
。
佐
世
保
市
と
米

さ
れ
ま
し
た
が
、
加
入
を

月

日
、
佐
世
保
工
業

「

枚
と
も
聞
い
た
」
で
し

軍
、
自
衛
隊
の
関
係
に
も
と

実
現
し
て
い
く
に
た
め
に

6

25

3

高
校
で
、
佐
世
保
支
部
の
支

た
。
一
つ
し
か
答
え
が
な
い

づ
く
歴
史
的
な
課
題
に
、
簡

は
、
組
合
補
助
を
決
め
た

部
教
研
と
支
部
総
会
が
開
催

と
思
い
込
む
こ
と
の
危
険

単
で
は
な
い
け
れ
ど
も
佐
世

と
こ
ろ
で
終
わ
ら
ず
に
、

さ
れ
ま
し
た
。

性
、
と
く
に
教
員
が
し
ば
し

保
支
部
と
し
て
と
り
く
ん
で

勇
気
を
出
し
て
、
声
か
け

教
研
は
、
諫
早
市
こ
ど
も

ば
そ
の
過
ち
を
犯
し
が
ち
だ

い
く
必
要
性
を
再
確
認
さ
せ

を
お
こ
な
い
、
組
合
の
存

の
城
の
館
長
の
池
田
尚
氏
の

と
指
摘
し
ま
し
た
。

ら
れ
ま
し
た
。

在
意
義
に
つ
い
て
理
解
し

講
演
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
池

こ
ど
も
の
城
で
こ
ど
も
た

て
も
ら
え
る
よ
う
と
り
く

田
氏
の
講
演
は
、
座
っ
て
聞

ち
に
接
す
る
と
き
に
は
、「
こ

み
を
続
け
て
い
く
こ
と
が

く
と
い
う
形
式
で
は
な
く
、

ど
も
が
『
す
る
』
」
こ
と
を

月

日
、鳴
滝
高
校
で
、

大
切
だ
と
強
く
感
じ
ま
し

6

25

参
加
者
を
巻
き
込
ん
で
の
参

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
を
繰

長
崎
支
部
の
総
会
が
開
か
れ

た
。

加
型
の
講
演
で
し
た
。

り
返
し
、
同
時
に
「
大
人
（
も

ま
し
た
。
長
崎
北
分
会
の
永

例
年
、
支
部
総
会
の
後

い
き
な
り

枚
の
Ｃ
Ｄ
を

ち
ろ
ん
教
師
）
は
、
こ
ど
も

田
分
会
長
を
議
長
に
選
出
し

は
懇
親
会
で
し
た
が
、
支

3

見
せ
て
、
「
佐
世
保
ま
で
移

に
『
さ
せ
る
』
」
こ
と
に
こ

て
討
議
が
行
わ
れ
、
予
定
さ

部
歓
迎
会
か
ら
近
い
と
い

動
す
る
車
の
中
で
ど
の
Ｃ
Ｄ

だ
わ
り
す
ぎ
て
い
る
と
指
摘

れ
た
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ

う
こ
と
で
、
７
月

日
に

22

を
聞
い
た
で
し
ょ
う
か
」
と

し
ま
し
た
。
楽
し
く
、
勉
強

ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。
多
数
の
参

い
う
ク
イ
ズ
か
ら
始
ま
り
ま

に
な
る
講
演
で
し
た
。

昨
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
て

加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○｢めざす会｣が提出した請願書（抜粋）

日本の「教育機関への公財政支出の対 GDP 比（2012 年度）」は 3.5%で OECD 諸国

の中では 6年連続最下位となっており、日本の教育予算の水準は低すぎるという声は、

大きく広がっています。段階的に OECD平均並みの 4.7%まで引き上げていけば、給付

制奨学金の創設は可能です。現在の教育予算の枠の中で財源を確保するのではなく、

教育予算を大幅に増やして、給付制奨学金制度を創設するべきです。

以上の趣旨に沿って、下記について、国に対する意見書を提出してください。

国は、教育予算を増やして、大学生に対する給付制奨学金制度をつくること。

○県議会が国に提出した意見書に記載された要望事項

１ 学びたいという意欲を持つすべての子ども達が進学できるよう、貸与

型奨学金の｢有利子から無利子｣への転換を加速し、奨学金の無利子化を

図ること。

２ 給付型奨学金の創設に向けて、財源の確保を含めて具体的な検討を進

め、実現を図ること。

３ 導入が予定されている｢所得連動返還型奨学金制度｣について、より柔

軟な奨学金返還制度となるよう十分な検討を行うとともに、早期の実施

ときめ細かな周知に向けて取り組むこと。

県議会が奨学金制度の充実についての意見書を採択し国へ提出
…｢めざす会｣の請願については否決

高教組が事務局を務めている｢長崎の豊かな高校教育をめざす会｣(以下、｢め

ざす会｣）は、県議会の６月定例会に、大学生に対する給付型奨学金を創設す

ることを国に求める意見書の提出についての請願を提出しました。この請願は

賛成少数で否決されましたが、請願が審議された文教厚生委員会で、自民党会

派から奨学金制度の充実についての意見書案が提案され、委員会及び本会議で、

全会一致で可決・採択されました。

｢

め
ざ
す
会｣

の
請
願
に
は
４
県
議
が
賛
成

給
付
型
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
世
論
の
高

ま
り
に
押
さ
れ
て
、
政
府
も｢

一
億
総
活
躍

プ
ラ
ン｣

の
中
で
、「
創
設
に
向
け
て
検
討
を

す
す
め｣

と
記
載
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
財
源
に
つ
い
て
、
与
党
内
で｢

教
職
員
定

数
を
削
減
し
て
確
保
す
る｣

と
い
う
案
が
で

て
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め｢

め
ざ
す
会｣

の
請
願
は
、
教
育
予
算
を

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
並
み
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、

大
幅
に
増
額
し
て
給
付
型
奨
学
金
を
創
設
す

る
こ
と
を
特
に
求
め
て
い
ま
し
た(

別
掲
の

請
願
書
抜
粋
参
照
）。

請
願
の
審
議
が
行
わ
れ
た
文
教
厚
生
員
会

(

月

日)

で
は
、
紹
介
議
員
の
堀
江
県
議

6

14

(

共
産
党)

か
ら
の
趣
旨
説
明
に
続
い
て
、「
め

ざ
す
会
」

の
事
務
局

と
し
て
、

高
教
組
の

馬
場
書
記

長
が
趣
旨

説
明
を
行

い

ま

し

た
。
そ
の

後
の
討
論

文教厚生員会で請願の趣旨

説明を行う馬場書記長

で
は
、｢

改
革

｣

の
渡
辺
県

21議
と｢

地
域
政

党
な
が
さ
き｣

の
松
島
県
議

が
賛
成
の
立

場
か
ら
、
自

民
党
会
派
の

山
本
県
議
と

橋
村
県
議
が
反
対
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。
自
民
党
会
派
の
反
対
の
理
由
の
中

心
点
は｢

財
源
の
問
題
ま
で
踏
み
込
ん
で
い

る｣

と
い
う
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
の
採
決
で
は
、
賛
成
が

人(
｢

改

4

革

｣

、
共
産
党

、｢

地
域
政
党
な
が
さ

21

2

1

き｣
)

だ
っ
た
た
め
、
賛
成
少
数
で
否
決
と

1

な
り
ま
し
た(

他
の

人
は
全
員
自
民
党
会

7

派)

。

採
択
さ
れ
た
意
見
書
で
は

｢

奨
学
金
の
無
利
子
化｣

な
ど
を
要
望

｢

め
ざ
す
会｣

の
請
願
に
は
反
対
し
た
自
民

党
会
派
で
し
た
が
、
給
付
型
奨
学
金
の
創
設

等
の
奨
学
金
制
度
の
充
実
を
求
め
る
こ
と
に

は
賛
成
と
い
う
立
場
か
ら
、
独
自
の
意
見
書

案
を
文
教
厚
生
員
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、

日
の
委
員
会
で
全
会
一

14

致
で
採
択
さ
れ
、

日
の
本
会
議
で
も
可
決

24

さ
れ
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
意
見
書
で
は
、

｢

奨
学
金
の
無
利
子
化
を
図
る
こ
と｣

な
ど
、

点
の
要
望
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
奨

3学
金
の
無
利
子
化
や
給
付
型
奨
学
金
の
創
設

に
つ
い
て
は
、
全
て
の
党
派
の
一
致
し
た
意

見
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す

(

別
掲
の
要
望
事
項
参
照)

。

し
か
し
、
財
源
問
題
を
理
由
に
自
民
党
会

派
が｢

め
ざ
す
会｣

の
請
願
に
反
対
し
た
こ
と

か
ら
も
、
奨
学
金
制
度
の
充
実
の
た
め
の
財

源
を
ど
う
確
保
す
る
か
と
い
う
点
で
は
、
報

道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に｢

現
在
の
教
育
予
算

の
枠
の
中
で｣

と
い
う
結
果
に
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。｢

教
育
予
算
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

平
均
並
み
に
引
き
上
げ
る
べ
き
だ｣

と
い
う

世
論
を
い
っ
そ
う
大
き
く
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
現
在
と
り
く

ん
で
い
る｢

え
が
お
署
名｣

や
、
秋
以
降
に
と

り
く
む｢

教
育
全
国
署
名｣

を
大
き
く
広
げ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

2016年国民平和大行進
（長崎～広島）

6月28日 雨の中をスタート

月

日
は
大
雨
警
報

6

28

が
出
る
悪
天
候
で
し
た
が
、

予
定
ど
お
り
、

時
か
ら

13

平
和
祈
念
像
前
で
ス
タ
ー

ト
集
会
が
開
か
れ
、
約
120

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

長
崎
市
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
被
災
協
の
谷
口

稜
曄
さ
ん
の
挨
拶
、
通
し

行
進
者
や
国
際
青
年
リ
レ

ー
の
韓

国
青
年

二
人
の

決
意
表

明
な
ど

が
行
わ

れ
ま
し

た
。

時

分
に
出
発
し
た

13

30

平
和
行
進
は
、
時
折
激
し

い
雨
に
打
た
れ
な
が
ら
、

市
役
所
や
県
庁
前
を
経
由

し
て
、
長
崎
高
教
組
会
館

近
く
の
蛍
茶
屋
（
か
つ
て

の
長
崎
街
道
の
起
点
の
近

く
）
に

時
半
頃
に
到
着

16

し
ま
し
た
。

谷口さんと2人の韓国青年

初
日
の
行
進
の
参
加
者

は
全
体
が
約

人
、
長
崎

100

高
教
組
か
ら
は

人
で
し

3

た
。
二
日
目
以
降
は
、
長

崎
・
諫
早
・
大
村
・
佐
世

保
の
各
支
部
で
リ
レ
ー
し

て
、

月

日
に
、
三
川

7

5

内
の
県
境
で
、
佐
賀
高
教

組
に
リ
レ
ー
旗
を
引
き
継

ぎ
ま
す
。

佐
世
保
支
部
教
研
＆
総
会

長
崎
支
部
総
会
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